令和7年度　ファーストステップ研修　単元名：コミュニケーション技術の応用的な展開　事前課題
1 ねらい：利用者・家族・職員と接した具体的場面を言語化し、自分自身の言動の裏にある意図や感情、思考を言語化することにより、自己を客観視し、自分　
自身のコミュニケーションの傾向や特徴を知る
2 記載対象場面の選び方：
関わりが難しかった/関わりが上手くいった/対応に苦慮した/悩んだ/印象に残っている/達成感がある/残念さが残っている/意外性があったなどの
場面を具体的に選び、その場面の説明を具体的に記入してください。
3 書き方：実際のやり取りをまとめて書くのではなく、選んだ場面のそれぞれの言動をできるだけそのまま抽象化せずに記入下さい。お互いの言動を１つひ
　　　　とつ忠実に再現し、やり取りの経過をありのまま記入下さい。
対象場面は、対利用者・対利用者の家族・対職員（同僚・先輩・後輩など）とのコミュニケーションの３場面を書いて下さい。対象者はすべてAさ
んと表記してください（個人名は記載しない）
4 右欄（第三者として関わりを見つめなおして）の欄は記入しなくて結構です。研修中に記入しますので、この用紙をコピーして研修時に持参してください

【記入例：対利用者】
	[bookmark: _Hlk108289318]場面の説明：毎晩、腰とふくらはぎに湿布を貼るAさん。スタッフ間でも問題では？となっている。しかしそれを十分説明できないままモヤモヤした気持ちでコミュニケーションをとった場面

	[bookmark: _Hlk108118431]Aさんの状況・言動・表情
	自分がどう感じたどう考えたか
	自分がどう発言しどう行動したか
	第三者として：関わりを見つめなおして

	リビングにきて
「湿布を下さい」
	また今夜もきたか。いつもの湿布だな。使いすぎなんだよな～
	湿布ですね、ここ（腰）とここ（ふくらはぎ）ですね
	

	そうそう、そこ（腰）と、そこ（ふくらはぎ）。あ、もう一枚腰にはってくれませんか。痛くってね～
	もう３枚も貼っているのに。これ以上貼れないよ。また明日処方してもらわないと…
	さっきここ（腰）にも貼りましたよ。６枚入りだからすぐになくなりますよ。
	

	痛いので毎日貼ってもらってるんですよ。また先生に頼んで下さい。お願いします。
	え～、また先生に嫌な顔される。３枚でいいのに。
	処方してもらえる数は決まっているんですよ。本当に痛い時になくなり貼れないですよ
	


【利用者Aさんとの場面】
	場面の説明：


	Aさんの状況・言動・表情
	自分がどう感じたどう考えたか
	自分がどう発言しどう行動したか
	第三者として：関わりを見つめなおして

	


	
	
	

	


	
	
	

	


	
	
	


【対利用者の家族Aさんとの場面】
	[bookmark: _Hlk108289456]場面の説明：


	Aさんの状況・言動・表情
	自分がどう感じたどう考えたか
	自分がどう発言しどう行動したか
	第三者として：関わりを見つめなおして

	


	
	
	

	


	
	
	

	


	
	
	


【対職員Aさん（同僚・先輩・後輩等）との場面】
	場面の説明：


	Aさんの状況・言動・表情
	自分がどう感じたどう考えたか
	自分がどう発言しどう行動したか
	第三者として：関わりを見つめなおして

	


	
	
	

	


	
	
	

	


	
	
	



